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岡山商科大学 教育研究活動実績報告書 

 

分 類 本学招へい 

主たる分野 研究 

派遣機関 中国嘉興学院 （会計系副主任） 

受入機関 岡山商科大学 

テーマ  

氏名等 所属）経営学部 職位）招へい研究員 氏名）魏 巍 

期 間  2019 年  7 月 22 日  ～ 2019 年 10 月 19 日 

教育研究実績 

（A４ １頁以内にまとめてください。） 

１．教育研究の概要 

研究活動の内容と成果 

 

 2019年 7 月 22日から 2019年 10月 19日まで岡山商科大学において 90日間の研究活

動を行った。主な内容と成果は下記の通りである。 

 

1. 来日初期の 2019年 7 月 22日から 2019 年 8 月 10日までの間は、日本文化及び日本

の大学における管理運営モデルに触れることができた。日本文化及び日本経済に対する

理解が深まっていく中で、研究価値のある課題を模索した。 

 

2. 2019年 8 月 11日から 2019年 10月 10日までの間は、岡山商科大学図書館で統計資

料を収集し、日本の十数年内における経済発展の状況を統計分析した。具体的には、本

人の研究テーマや目下日本のホットな研究課題に基づき、環境発展、技術進歩及び人口

高齢化に関する資料を収集し、統計分析を行った。 

 

3. 2019年 10月 2 日から 2019年 10月 17日までの間は、岡山商科大学で開講されてい

る「夕学講座」を 5 回受講した。日本の学者、実務家の研究姿勢や研究方法を学ぶこと

ができた。今後自分の研究に役立てていきたい。 

 

4. 滞在中、他の招聘研究員と一緒に岡山大学を訪問し、キャンパスの建築物や図書館

を見学した。さらに、経済学理論と実践に関する講義を聴講し、日本経済学教員の謹厳

な教育姿勢を体験することができ、とても勉強になった。 

 

5. 滞在中、研究活動を続けた。主な研究成果は下記の通りである。 

①論文執筆 《  性 境 制、清洁型技   与工  境效率提高》 

 テーマ：「異質性環境規制、清潔型技術構造及び工業環境効率の向上」（日本語訳） 

②論文翻訳 “Research on Spatial Diffusion Transmission Mechanism of 

Technological Progress Bias ― Take China's Manufacturing Industry as an 

Example” 
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③中国浙江省教育庁課題《 境 制、技 空 溢出与浙江省工  色 型研究》

(Y201942276) 

 テーマ：「環境規制、技術空間溢出及び浙江省工業グリーン転 に関する研究」（日本

語訳） 

 

 最後に、滞在中岡山商科大学学長先生をはじめ、様々な大学関係者に大変お世話にな

った。 
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岡山商科大学 教育研究活動実績報告書 

 

 

分 類 本学招へい 

主たる分野 研究 

派遣機関 中国嘉興学院 外国語学院（講師） 

受入機関 岡山商科大学 

テーマ 日本における遊女の信仰 

氏名等 
所属）経営学部 職位）招へい研究員

    客員教授 

氏名）張 艶琴 

期 間  2019 年  9 月 １1 日  ～ 2020 年 9 月 11 日 

教育研究実績 

（A４ １頁以内にまとめてください。） 

１．教育研究の概要 

研究活動の内容と成果 

  

2019 年 9 月 22 日から 20２0 年 3 月まで岡山商科大学において半年間の研究活動を行った。

主な内容と成果は下記の通りである。 

 

1. 来日初期の 2019 年 9 月から 2020 年 10 月までの間は、日本文化及び日本の大学におけ

る管理運営モデルに触れることができた。日本文化に対する理解が深まっていく中で、研究価

値のある課題を模索した。 

 

2.岡山商科大学図書館や岡山大学付属図書館で資料を収集し、日本の数十年内における遊

女の先行研究を精読して、本人の研究テーマに基づき、分析をしたうえで、論文の作成に着手

した。 

 

3.岡山市内各機関によって行われた学術講座などに参加し、岡山の歴史や文化に触れて、今

後自分の研究課題に繋がせていきたい。 

 

4.2019 年 11 月から 2020 年 2 月までの間は岡山商科大学の孔子学院に日本人の受講生に

中国語の指導にも携わった。多くの日本人と付き合う中で日本文化や日本人の考え方をより深

く理解できた。 

 

5. 滞在中、研究活動を続けた。主な研究成果は下記の通りである。 

①論文執筆  

 テーマ：「遊女の信仰についての一考察」 

 訪学生活の半分が過ぎて、残りの半年の時間を大切にしながら、研究活動に励んでいきた

い。 

 


